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あ
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叙
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ら
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營
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營
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あ
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瘸
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あ
る
：
。
' 孩等
は：

配
給
組
鐵
の
動
向
を
察
：し
：，；競
爭
經
營
.の
地
位
と
杓
容
鉍
理
解
す
る
と
共
|:
1
'
.新
經
營
技
術
の
，採
用
に
よ
.つ
て
>

■
 -

. -
 

,
 

..

.
 

........

#••
..
 

.
 
••
 

•
 

•

」

....

最
も
合
理
的
に
卸
商
の
任
務
を
盡
さ
，な
い
限
り-
彼
等
の
受
け
つ
つ
あ
る
脅
威
を
脫
ず
る
ご
と
は
困
難
で
あ
る
,°.
广
；：
‘
•

'.

•

——

ヘ
ィ
エ
タ
：「

利
潤
、
利
子
及
び
投
資」

の
吟
味
の 
一

t

.',

.::

.
-
彳

« 

-

. 

. 

■ 

■, 

. 

- 

■ 

/ 

_ 

- 

■

.

-
.，..こ
*
'
.
-
.
.
-
.
.
.
.
- 

- 

• 

ノ

. 

.
こ.
-
.
.
.
ぐ

 

し

•

,

:

-

.

、

 

>

■V
-

 

' 

.

.

.
I 
■■
: 

. 
__
 

:

.

.■-
■ 

'

:.
' ... 

■.
.
-

 

.
V 

:

-

 

. 

ノ 

,
■
. 

■ 

■

:

-
-
-
- 

-
•
>
.
.
.
- 

■
■
■ 

i
- 

.

. 

.

.
ン

 

- 

-
■
-
■
.
■
' 

*r"
.
x 

. 

... 

.
' 

- 

. 

- 

.

 

■ 

• 

■ 

■ 

. 

, 

.

.

. 

-

.

.

 .

'

: !
:.
、
：
謹

：
.
豪
-

/

.

'

.
、

毛

.

-
,
■
- 

: 

く

.
- 

.

-.
• 

: 

• 

.
■

-

\

.
 

■.
 

..

■
. 

■

 

.

.

.

 

.■

■
.
■
..
: 

.

.

.

 

:
 

.

.
 

:

■
- 
-

 

:
i
. 

-

 

. 

. 

: 
-

 
.

 

ノ 

.

 

：

.

 

. 

V

 

.

 

■

: 

. 

.

.

 

一

-

-

.-
 

-,

.

-■:
 ■

-

し

-.:.

 

,

■- -

 -

 
-

 

'

 

...

■
; 

-

 

-

 

'/■. 
-

 

r

 

.

 

.

 

-

 

.

.

.

 

- -

 

/,

 -
/

■■
.-.

.
.
.
-

-

-

-

へ

-
'
-
-
一

-
，

-

.

.

ン

-

*

 

V-
 
.

■

-

 

.
 . 
.::

 

■

 

„

,

.

-

 
•

 

-

.

.

.

.

.
 

-

 t

 -

 
•

 
-

 >

 •

 

V
-

 
.

 

.

 

, 
-

 .

•

•

 

-

 

.

.

 

r
-

 

.

...-V '

■
';■-
',■.-
.
 
..

■

r 

.
*.-■- 

ノ, .

v  

'
い

'■
;.\/

'.
-,
:

,:
バ

.

-

■.
.
 

'

•.
'.
.

.[.

.

.

.

.■

>

■,
•

て

.
.
.

,

■
■

 
.

'
':
'
.
、

：

「

.
 

：

：
.
：

.

.
:
,

....

.

い.
：
.
:'

:

:

.

…

，
，
. 
.

■
:
:
-

'

.

 

:

,-i:
 
.
 

: 

\
 

-

 

へ/'
:
-'
.
'
.
.-
-
:
;
-.
.
' 

.
-
.
.
'
.
:
,
.
.
.
.
,

 

.

..

.

.

.

.
'
V

 

■..パ-
• 

- 

- 

■
■

.
>
.
: 
. 

. 

' .

■

ノ.
 

: 

•

義

禮

證

つ

;
3
;v-v':,..:'
> 
.
:■. .
.

■■
'

■
■

•

'..
■■
::
,

■■..
. 

•',:■-

'

.

.;
f V-

;'vr
i:■.
■;

■
■
レ.

へ.

... 

.

-

.
、

.. : 

.
 

'■■-.,
:.,
:, r 
,,ハ
.

. 

行
く
過
程
に
お
い
て
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あ
る
没
階
を
過
ぎ
る
と
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消
費
財
價
板
が
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貴
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始
め
る
の
で
あ
る
が
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そ
の
場
合
に
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資
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財
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と
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の
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梢
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六
七
六〕

、

•

ご
の
論
述
.に
當
づ
て
パ
ハ
イ
エ
ク
は
舊
著
と
は
異
な
’

た
^

の
ぞ
ぅ
な
諸
抓
提
’
歡

け

る

げ
、

、
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"

第1
に
，
別
子
率
に
代
つ
て
利
潤
率
が
支
配
的
役
割
を
娘
す
も
の
と
考
へ
ら
'れ
る
。
' 馨
に
お
い
て
は
、
利
簡
•率
ょ
り
は
货
®

利
子
率
，
 

.

の
竹
用
に
^:
閱
が
お
力
れ
た
の
で
ぁ
る
が
、
今
度
は
利S

率Q

役
割
にH

點
‘が
移
さ
れ
る
。
後
述
す
る
や
に
*
，消
費
財
に
對
す
る
需
要 

檢
；̂
が
資
本
財
需
妙
を
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下
せ
し
め
る
の
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潤
率
の
變
化
に
ょ
る
も
の
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る
と
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へ
る
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で
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胗
的
資
源
及
び
努0

の
か
な'
り
の
失
業
が
存
在
す
る
狀
態
を
前
提
す
る
0

前
澈
で
は
{元
全
雇
傭
の
狀
胳
を
想
定
し
て
ゐ
た
の 

免̂
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_

;̂

度
.
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す
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リ
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ォ
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 (Ricardo Effect
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と
呼
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こ
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の
新
し
-̂
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分
祈
方
法
を
導
入
す
る
。
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な
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锣
合-
及
び
そ
の
貨
物
が
市
場
に
も
れ
ら
さ
れ
る
ま
で
に
要
す
る
期
間
に
長
短
が
あ
る
'際
に.
は
、
賃
銀
の
騰
落
と
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變
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す
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と
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相
對
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騰
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よ
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變
動
す
^

^
へ
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由
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ふ
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貴
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，

の
代
り
に
機
械
を
使
用
し
、
も
し
赞
銀
が
低
落
オ
れ
ば
、
機
械
の
代
り
に
勞
働
を
使
用
す
る
か
ら
で
あ
る
■ °
リ
カ
h
ド
ォ
ば
、
次
の
や
う 

な
例
を
設
け
る
。「

今
か
り
に
あ
る
特
定
產
業
に
使
用
せ.
ら
れ
て
一
牢
問
に
1
0〇
人
分
の
仕
事
を
な
し
#-
る
機
械
が
あ
办
->,
そ

.1
/
て
そ
れ 

は
僅
か
に
一
年
問
の
使
用
に
た
へ
を
も
の
で
あ
る
と
想
像
せ
ょ
。
ま
た
か
り
に
、
そ
の
機
械
は
五
〇
0
〇
镑
0 ;
費
甩
を
要
し
.*
そ
し
て
|.

〇
〇
人
に
年
々
突
拂
は
れ
る
賃
銀
は
五
〇
〇
0
礤
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
製
造
家
に
と
つ
て
ば
、
そ
0
機
铖
を
實
は
5
^
勞
睛
者
を
费
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餘
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銀
：が
五
五
0
0
镑
に
；達
，す
る

.
と

す

名

な

ら

ば

、
製

：造
家

.
が
も
：ぼ
や
_

躇

ん

な

い

で
あ

ら

う

こ
と.
は
明
©
で
あ
る
：0
,.機
械
を
雕
入
し
て
五
〇

0-
〇
德
：で

仕

事

を

始

め
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こ
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、
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利
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ら
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械
：.の
，價

格

も

騰

貴

し

^

、五
五
0

〇
0
駿
に
な
タ
は
し
_

い
.で
.あ
^
 

何
ど 

な
^

ば
、
も
し
機
械
の
檀
格
が
騰
貴
す
る
ば
ら
«

^

1
製
議
門
ぱ
資
本
が
添
入
レ
、
や
が
.て
.乎
均
1

が

得

ら

れ

.る

や

う

に

な

る

ま 

:

で
、
を
の
慣
将
は
纖
落
す
る
で
あ
名
う
か
ら
で
あ
•る
。
こ
の
や
デ
に
*

械
.の
'價
格
本
騰
貴
し
な
^

と
す
れ
试
>.機
械
を
使
用
す
る
製
造
業 

'
者
は
、
：̂:
1>
组
巖
物
の
價
格
が
以
前
と
同
ザ
に
と
^
ま
：る
隱
グ
、；：特
肌
(0
:

利
益
，を
得
る
5:
と
に
な
る
で
あ
ら
：う
 ̂
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,
そ
の
製
^
部
門
に
資
本
が
流
入
し
て
、

••
¥

均
利
澗
が
得
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
ま
で
、
そ
の
價
袼
は
敗
落
す
る
で
あ
ら
、フ
。「

そ
れ
故
に
、
«*
銀

が
騰
貴
す
る
、
或
は
同
じ
こ
と
で
あ
る
'が
、
利
潤
が
下
落
す
る
な
ら
ば
、
耐
久
的
性
質
の
資
木
を
も
つ
て
生
産
さ
れ
た
貨
物
，の
相
對
的
惯

, 

,

. 

.、、

、

値
は
低
落
し
"

北
較
的
沿
耗
し
易
い
資
木.
を
も
つ
て
生
齑
さ
れ
た
も
の
ば
此
例
的
に
高
め
ら
れ
る
で
あ
ら
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0
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の
低
落
は
芷
に
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對
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投下勞働蛍 -AM Mi CM 崎

幣働役卞期間 2苹 1年> <5ヶ月 3ヶ月 1ヶ月

最初の利潤額’ n% Gを’、3 % n% 金%
すべて•猫と相當 
す生產物價格騰 
赀に恶く 2涔の 
利潤を加へた額

u%
X
8 %

6̂
6 %

' )
.

华利.J3率 7 % . 8 % 10涔 U% , 30̂
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ハ
イH
ク
は
こ
の
^
カ
1
ド
ォ
の
命
題
を
次
の.
ゃ
、フ
な
形
式
に
改
逝
す
る
0

『

三
〇V

•《

六
セ.
八)

あ
る
商
nrl
r
'の
生
產
•に
最
初
に
勞
働
■が
投

下

さ

^

て
か

ら

そ

_

の
商
品
ぶ
.市
場
•に
も
|:
.ら
‘.さ
れ 

る
ま
で
に1

ー
ヶ
年
の
期
問
を
要
す
る
も
の
と
す
るo

そ
'の
簡
'\
.
勞
修
"は
五
段
隙
■に
分
け
.て
役 

ぜ
ら
れ
る
も
'の
と
し
よ
、っ
。
fi
l
j
v第

j

年
目
の
始
め
に
<
!日̂

.
m'
.

M
.¥
目
の
始
め
B

S
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ギ

年

ナ

ゲ

：屢

迄
1)
鸯
，
：
1
'年+
戈
^

5

0
利
子
？

六
^

と
し
、
投
下
資
木
の
年
利
潤
率
は
す.
べ
；：て
、
最

初

，、

利

子

率

に

等

し

：
い 

と
假
定
す
る
。
次
に
貨
幣
®

銀
は
不
變
で
あ
る
が
、
そ
の
商
品
の
價
格
が
1
ー
％

だ

け

騰

貴

し 

た
と
す.
る
。
こ
の
こ
と
は
實
質
賃
銀
が
そ
れ
に
比
例
し-
て
低
落
す
が
こ
と
を
意
味
す
る
。
を. 

ー.
の
結
果
>

各
趱
廣
働
量
^

よ
：づ

：て

得

ら

れ

令

利

爾

6

爽
表
の
如
く 

す
^ '
o 

VI
定
量
の
勞 

働
の
'
使
用.
に
よ
っ
て
根
ら
れ
る
利
鐧
額
ほ
、.
^ ;
の
# :
働
*

の
限
#

生
：產
物
の
[1
格
>
,
ら
賃
銀 
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胡
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f

の
に
等
し
ボ
そ
れ
故
に
、
• t

_

物
の
；慎
格
が
i

す
る
t
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命 

:
種
換
^

期
間
め
勞
- «
が
も
得
ち
於
を
利
潤
額
は
".

投
下
期
間
の
ー
長
ざ
，に
關

€

く

、

そ

の

騰 

へ

貴

し

把

割

合

龙

飧

加

す

る

：
。
ー

#

分
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爾
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時

間«
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；|
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癖
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すH
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ぼ

對

す
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方

：が
：よ

り

騰

貴

す

る
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ち

生

產
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の
騰
貴
に
よ
っ
て
、
年
利
&

率.
は
、
ニ

年

投

下

勞

働

で

は

六
^

か
ら
七
^

へ
ハ
一
ヶ
月 

の
投
下
努
働
で
t i
ハ̂

か
ら
三0

%

へ

騰

貴

す

る
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、
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ク
、
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を
增
大
さ
せ
、
長
期
の
投
下
勞
傲
；̂
を
減
少
せ
し
，め
.よ
う
と
す
-?
>
で
，あ
ら
う
タ
郎
ち
生
淹
の
最
後
の
段
階
に
上
リ
多
く
の
勞
#
を

始

め 

'
•の
段
階
に
.よ
り
少
い
穷
働
を
使
用
レ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
ら
う
。
.こ
の
や
う
な
服
向
比
•

前
者
に
^

け
る
勞
働
の
限
界
生
產
物
の
低
落
と 

後
者
に
ふ
け
る
そ
れ
の
騰
貴
と
に
よ
，つ
て
‘

そ
れ
ぞ
れ
の
卑
'M
段
隙
で
の
投
下
資
本
か
ら
得
ら
れ
る
刹
澗
率
が
?>
び
均
等
と
な
る
ま
で
級 

.',ー;':
'

-

ミ

”め

。ー

)

卽
：̂

^
 ̂

ぃ
ぞ
ポ
機
械
及
び
他
旮
資
本
財
吖
使

，

 

仞
を
相
對
的
に
減
少
せ
し
め
*
虹
接
资
働
の
使
用
を
相
對
的
に
堉
大
せ
し
-め
る
で
あ
ら
う」

。
こ9

、

傾
向
を
*
ハ
イ
エ
ク
は
.「

リ
カ
ー
ド 

*

ォ
效
來j

と
名
づ
け
る
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ハ
ィH

ク
に
よ
p

r
力
ー
ド
ォ
の
命
題
の
こ
の
や
う
な
改
选
は
、
賃
銀
變
動
に
.よ

つ

て

貨

物

の

相

對

的

憤

値

が

變

化

す

る

ま
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過
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'

期
間
の
现
象
を
よ
リ
精
密
现
解
す
る
上
に
布
用
で
あ
る
。

ハ
イH

ク
が「

リ'
力

ー

ド

ォ

效

艰

：

t

と
稱
す
る
(0-

は
あ
る
均
拽
狀
態
か
?>-
:
:
:1

發 

.
し
て
，
1€
飯
が
成
落
し
た
場
合
"

機
械
に
比
し
て
数
働
の
使
用
が
相
對
的
I -
增
大
す
る
こ
と
を
搐
す
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
.か
ら
進
ん
で
新 

!

ら
た
な
均
衡
が
達
せ
ら
れ
、
貨
物
の
相
對
的
惯
値
が
#

化
す
る
こ
と
ま
で
■も
意
味
す
ふ
も
の
で
‘
は
な
い
。
相
爾
惯
値
が
變
化
し
て
新
ら
し 

,

い
均
衡
が
成
立
ま
で
の
過
渡
期
の
紐
象
に
限
る
の
で
あ
る
。
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•

然
し
こ
の
や
う
に
過
渡
期
の
說
明
にg

名
と
し
て
も
、
な
ほ
リ
カ
ー
r
ォ
の
‘命
週
と
へ
イ
エ
ク
に
よ
つ
■て「

リ
カ
ー
ド
ォ
效
朵」

と
呼
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ば
れ
る
も
の
と
の
問
に
、
く
ひ
趣
ひ
は
な
い
で
あ
ら
う
か
。
吟
账
し
な
け
れ
ば
b
か
ら
’な
い
ニ
、
三
の
問
題
が
あ
る
。

.

先
づ
赁
銀
f

の
意
味
に
若
干
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。

ハ
イ
_
Hグ
が
こ
、
で
赞
銀
と
い
ふ
の
は
赏
質
賃
銀
で
あ
り
.
從
つ
て
赁
銀
の
低

' 
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• 
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•

,

'

落
は
消
跋
材
價
格
の
騰
貴
を
意
哝
す
る
。
•郎
ち
消
費
財
®
格
の
‘騰
貴
に
よ
，つ
て
锞
質
貨
銀
は
低
落
す
る
の
で
、あ
る
。
然
る
に
リ
カ
ー
ド
ォ
の

〜

い
ふ
貨
銀
と
は
势
勸
の
價
値
で
.あ
つ
-て
、
こ
れ
を
貨
轉
额
尺
よ
つ
て
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
ハ
訛
ュ
^

‘で
は
勞
働
の
慨
値
は
何
に
よ
つ
て

，

/
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決
迠
さ
れ
る
が
。
リ
カ
ー
ド
ォ
に
よ
れ
ば
、
周
知
の
や
う
に
、
雪
に
は
自
傲
價
格
と
市
場
憤
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と
が
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て
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^
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生

活
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資
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の
憤
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に
よ
か
、
後
者
は
！
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働
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對
す
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3
§
要
供
給
の
雛
係
に
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つ-
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決
'1
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s

d
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リ

カ
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材
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銀
倉
た
騰
貴
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
そ
か
場
合
ハ
イ
'

H

ク
の
意
味
の
賃
銀
"

卽
ち
實
質
賃
銀
は
促.
下
す
る
。
こ
の
や
ぅ
に
1
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財
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将
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リ

1
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に
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：
て

は
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亂

を

腦

貴

せ

し

.
め
る
名
の
と
考
へ
ら
れ
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ハ
イ
エ
ク
に
よ
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は
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何
故
に
か
く
の
如
き
く
ひ
違
ひ
が
坐
じ
卞
か
。
そ

れ

は

H

ク
が
貨
獲
銀
を
ー
定
と
隻
し
て
ゐ
る
ぞ
で
あ
る
、

リ
カ
I

ド
ォ 

に
よ
れ
は「

勞
做
の
自
然
價
格
忱
勞
働
者
を
.
'し
^

平
‘均
し
て
、
增
加
乂
は
減
少
す
.る
/〕

と
な
く
、
生
存
せ
.し
め
、
か
つ
そ
'の
纯
诶
を 

M

虜
咐
し
趟
タ
荠
必
屬
对
«

1

オ
:̂
1

#

〕

0
;̂
て
、
*
質 

■

は
不
變
に
と
I

る
。
.彼
は
惯
値
論
の
莖
で
は
、
貨
m

は
何
ら
の
作
用
を
及
ぼ
さ
な
V

の
と
假
足
し
て
ゐ
る
，

(

訪
7-〕

。
即
ち
貨
幣 

ヴ
ェ
-

ル
M

に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
も
し
ハ
イ
ニ
ク
の
す
に
、
貨
馨
銀
の
自
動
的
騰
貴
が
行
は
れ
な
い
も
の
と
假
定
す
る
な
ら
？
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力

く

し

て

鍵

嚴

格

が

蟹

す

れ

ば
/

力
-

ド
才
の
命
題
に
お
い
て
は
、
識
騰
貴
と
な
つ
て
•

機
械
の
使
用
を
附
大
せ
し
め
* 

ノ
イH

ク
•
の.
命
题
に
あ
い
T

は
貸
銀
低
落
と
な
つ
て
、_

«

の
使
用
を
減
少
せ
し
め
る
と
い
ふ
疋
に
反
對
の
現
象
が
生
れ
、る
0 

'
そ
こ
で.
リ
カ
丨
ド
ォ
•
の
や
ぅ
に
、
消
費
財
愤
格
'が
騰
貴
す
る
に
つ
れ
て
*
貨
胳
貨
齦
が
騰
貴
f

る
と
い
ふ
こ
と
は
、
現
實
に
は
殆
ん
ど 

卜
ノ
ら
れ
な
I

介
と
な
れ
ば
货
幣
賃
釘
に
は
周
妇
の「

固
定
砸」

が
み.
る
か
ら
で
あ
る
。
と
い
つ
て
八
イ
エ
ク
の
や
ぅ
に
貨
撕
質
降
が
ー 

き
I

る
と
雲
す
る
の
も
非
現
實
的
で
あ
る
。
消
费
I

格
'

I
貴
す
れ
ば
、
货

幣

讓
I

干
の
時
の
遲
れ
を
も
つ
s

f

る
の 

1

0
通
て
あ
る
。
貨
幣
S

は
黑
的
で
あ
つ
て
、
直
ち
に
は
騰
貴
し
な
い
け
れ
ど
も
、
や
が
て
騰
貴
す
る
。
從
つ
て
貨
幣
賃
銀|

定
の

-:「r
f

 

ノ
：;'
:
:
-
' 
•

前
据
.が
'許
.夸
れ_

の
'は
、
：消
费
財
價
播
が
騰
貴
し
て
..汐
ま
だ
^

£

^金
：の
騰
貴
が
始
.̂
5

な
：い
顧
期
.に

お

い
.T
の
こ
.'と
で
あ
，る
.
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7

力 

.

.

.

.
丨
.
ド
ォ

.
■效
银j

を
か
、
.る
短
期
を
越
え
て
よ
り
長
期
に
.適
用
す
る
こ
と
.は
不
都
合
で
.あ
る
:0
.
ハ
イ
エ
ク
.は
1
後
述
す
る
よ
う
に
*
货
幣
賃 

'
ぐ
：--
::.':'..:
.
:
.
銀
の
.騰
貴
が
始
ま
る
^

--
'
3な
長
期
に
.
.つ
い
て
.も
、；'.
'
.
ヲ
ヵ
^

ド
ォ
.效
银
を
適
用
*'
1
'̂'
'
と
い
.ふ
誤
办
を
犯
.し
て
^
.る
。
.
.
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.
. 

.

.

.
-

も
ち
ろ
ん
畏
期
に
お
い
て
も
、
貨
幣
貨
銀
が
騰
貴
し
な
い
場
合
も
あ
る
"
例
へ
ば
あ
ら
ゆ
る
產
業
部
門
に
お
い
て
多
數
の
失
業
者
が
#

ゥ
物
”
;

父

.
'.;
:
.
往

す

る

• •

失

業
紫
が
な
ほ
も
存
續
す
る
場
分
に
は
*
货
，幣
1€
銀
は
騰
貴
し
な
い
。
も
と
よ
り
勞
働
の
移
動
性
が
制
限
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
の
た
め
に
"

,

V

幾
分
の
_

赀
は
‘免
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
騰
赀
は
さ
し
た
る
も
め
で
は
な
い
。
從
つ
て
失
業
者
が
多
い
時
期
に
お
い
て
は
、
長
期
に
お 

い
て
も
、「

リ
ヵ
ー
ド
.ォ
效
來」

尨
適
用
さ
れ
る
。
然
し
こ
の
や
う
な
不
況
期
に
.お
い
て
は
、
遊
休
設
備
が
豐
！e

に
存
在
す
る
の
が
普
通
で 

、

あ
る
か
ら
' 

所
得
の
增
加
に
よ
つ
て
消
費
財
が
騰
费
す
る
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
ら
う
。
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と
こ
ろ
が
ハ
イH

ク
は
こ
の
や
う
な
非
難
を
银
期
し
て
か-

次
の
や
う
な
註
釋
を
加
へ
て
ゐ
る
。
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ご

、
で
い
ふ
消
资
財
價
格
の
騰
貴
と
は
、
絕
對
的
騰
貴
で
は
な
く
し
て
、
坐
虚
费
に
比
し
て
の
騰
貴
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
價
裕 

の
絕
對
•
的
騰
貴
は
*
も
し
そ
れ
が
坐
產
费
に
お
け
る
獨
自
の
臘
貴
を
超
過
し
た
名
の
で
な
い
な
ら
ば
•
こ

、
で
假
窀
し
た
や
う
な
效
艰
を 

,
特
た
な
い
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
? :
と
へ
價
格
が
不
P

T -
あ
つ
て
も
、
も
し
坐
產
費
が(

技
術
改
良
、
以
前
の
投
資
等
の
結
艰
：>  

低
落
す
る 

-

な
ら
ば
、價
格
R

i t
と
同
様
の
效
银
を
及
ぼ
す
で
あ
k

う
こ
と
を
意
味
'す
‘る
9
本
質
的
な
點
は
利
滞
が
ど
う
な
る
か
と
い
ふ
こ
^
で
あ
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よ
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憤
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費
財
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產
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よ
り
多
く
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勞
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を
必
要
と
す
る
に
至
つ
た
か
ら
で
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あ
る
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卽
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坐
跑
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こ
と
に
な
る

0
>

然
る
に
リ
カ
！
ド
.ォ
に
’お
い
て
は
-

か
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る
際
に
も
機
械
‘の
使
用
’は
增
大
す
る0

'

こ
、
に
も
リ
カ
ー

ド
-̂
と
ハ
ィ
エ
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と
の
冏
に
く
ひ
違
ひ
，が
見
ら
.れ
る
。
ハ
ィH

ク
に
、お
い
て
は
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リ
カ
！
ド
ォ
U

が
現
は
'れ

る

た

め

に

は

-
'
.
沿

费

財

憤

格

が

騰

赀

し

て 

ち
、
货
®

®
銀
"
從
つ
て
又
生
產
费
が
そ
れ
に
此
例
し
て
、
或
は
そ
れ
以
上
に
雲
し
な
ぃ
こ
と
が
_

な
の
で
.あ
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。，
こ
の
や
う
に
、
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洞
様
の
ぼ
;4
は
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_
と
刺
，

名

關

觸

に

ー

_

，せ
し
め
る
こ
と
な
し
に
お
こ
る
•こ
と
，
は

各

り

得

な

い

(

訪
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。
何
と
な
れ
ば
貨
物
の
價
値
金
部
は
質
銀
及
び
抓
潤
の
二
つ
の
部
分
に
の 

'
み
分
^

れ
^
:
4满
で
;4
>

'

_

_-^
:
*
タ

次

遺

銀

が

騰

賫

す

«:
铺

科

潤

妓

低

节 

;^
-(
0

_
應
4

い
5

^
は
ノ
ー
絕
對
的
な
騰

^/
で
招
な
<:
:、
：：刺
責
に
掩
し
：次

し
て
ん
、
利
澗
よ
り
大
な
る
，割
合
を
も
つ
て
縢
貴
す
る
な
ら
ば
"

賃
銀
は
騰
&

し
?:
'

の
で
は
な
く
し
て
下
落
し
た
と
考
へ
る(

訧
11)
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ま
セ
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ら
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つ
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で
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質

嘴

®
.
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促

雜

は

务

枚

良

生
遗
毀
が
勝
货
し
な
い
な
ら
ば
' 

さ
う
い
A

こ
と
が
い
へ
る
で
あ
ら
う
。
®

ち
消
費
財
慣
裕
が
騰
费
し
た
場
八
；
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貨
幣
質
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が
騰
a

し
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如
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シ
ぼ
寶
質
賃
顧
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禮
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滅

翁
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値
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騰
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想
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#

漏

の
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を
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:

^

1

な
い
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そ
れ
故
に
、
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リ
カ
ー
ド
ォ
效
银J

が
現
れ
る
た
め
に.
は
、
如
何
に
し
て
も
坐
淹
资
不
變
の
前
提
を
設
け
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
。
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こ
の
リ
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ー
ド
ォ
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を
好
见
の
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段
階
に
適
用
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況
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後
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ハ

通
說
に
.1
れ
ば
>.
資
木
財
の
豫
想
收
益
は
終
局
生
產
物
に
對
す
る
需
要
の
豫
想
變
化
と
平
行
し
て
、
或
は
少
く
も
そ
れ
と
同
こ
方
向7 

動
く
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
然
る
に
ハ
i

ク
は
リ
ヵ
レ
ォ
繁
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
3

れ
と
反
對
の
現
象
を
推
論
す

議

.一■

.

;:
»

は
長
期
の
投
下
勞
働
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
よ
り
も
和
對
的
に
騰
貴
す
る
。
そ
こ
で
沿
齋
財
產
業
に
お
い
て
は
、

一
方
で
は
、
现
#

o

_

漱
を
用
ひ
て
よ
り
多
く
の
勞
働
を
屈
俯
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が

_

る
で
あ
ら
う
。.例
へ
.

ば
時
間
外
勞
働
や
一
ー
囘
交
替
制
各
ふ
。
也
十
へ

に

お

い

て
®

換
へ
に
よ
つ
て
新
し
い
機
械
が_

名
れ
る
場
合
に
は
’
.以
前
よ^

も
安
®

な
、
勞
働
節
約
•度
の
低
い
及
び
耐
久
性
の
ル
ノ
.

ハ
,
.
：-:
:
;
:
:
ー_

の
飞
■

養

ク

。'

:

か 

'嫔
働
の
使
甩
比
相
對
的
,i

增
加
' 

，す
る
。(

註
2)

 

• 

.

. 

; 

■

. 

へ

.

と
こ
ろ
で
如
速
廣
现
の
敎
へ
.る
如
く
、
資
本
肘
に
對
ザ
る
|
而
響
フ
終
局
需
要
にj

定
の
顧
數
.を
乘
じ
た
も
の■

に
.等
•
し
い
。
' 終
司
需 

要
を「

被
乘
數」

終
局
！

！ §

要
が
資
本
財
需
要
：

i
i

變
？

率
.；̂

p

乘
數j

 

と
呼
が
：c

f
-:
j
.殴
I

.
こ
一. 

の
如
速
度
靈
技
術
的
理*

5

に
よ
つ
て
一
足
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
I

ゐ
る
。
然
V
 (

ィ
；^-
ク
^

ニ

リ

ヵ

も

ォ

-
效

瓜

を

適

用

す

る

こ

と

に
よ
つ
て
、
こ
の
乘
数
が
減
少
し
得
る
こ
'
 g

ち
消
费
財
對
才
る

.豫
想
辯
要
^

^
分
：

『

舉
位
當
办
、
j

f

1

少
い
資
本
財
を
用
ひ

て
生
康
さ
れ
る
こ
と
が
お
こ
り
得
る
と
主
張
す
る
-
0 

.

マ
.

-
• 

.

. .,:

.
-'
.

'

:

. 

-
'
- 

.

.

.

.

. 

. 

. 

■ 

,
 

. 

■ 

■. 

へ

.

.

.

:

'

,

.
 

, 

■
』 

.

こ
の
や
う
に
あ
る
览
の
鍫
に
お
ぃ
て
は
、
乘
數
は
減
少
す
る
け
れ
ど
,

消
費
財
產
蕃
お
け
る
資
本
財
總
需
要
は
必
中
し
も
減 

、
少
す
る
も
の
で
は
な
い
。
何
と
な
れ
I
終

要

た

る

T

被
乘
數
J

k

.

「

乘
f

.
の
減
少
^

C
V

も
急
速u

衝
大
す
る
こ
と
が
あ
り
辱
る
^
^

.

ら
で
：f

。「

が
ル
^
て

泡

費

財

產

業

ー

に

知

け

飞

刺

溉

率

勝

貴

は

囊

ど
も
、
絕
對
的
に
比
必
す
し
•も
減
.少
せ
し
め
る
を
の
で
は
な
い
。
現
赞
に
お
い
て
は
"
む
し
ろ
增
加
せ
し
め
る
の
で
あ
ら
う
と
ハ
ィ
エ
ク

:.
:
;
*
:■

は
i

■

に
知
I

利

羅

騰

貴

謙

っ
1

本
財
產
業
に
お
け
る
資
本
財
需
要
を
含
め
て
の
資
木
狀
總
需
要
；は
ど
う
な
る
で
あ
ら
う
か
。
 

：
：

ぐ 

■'
•
■
■:
こ
の
：̂
と
‘
考
察
^
る
場
合
、
產
業
部
門
：を
消
費
肽
と
.資

產

0-
.

ニ
瓿
門
に̂

ホ
^

一
逾
當
で.
あ
る
斤
何
と
匁
れ.
ぱ
各
種
.

の
賽
本
財
遽
業
：の
間
に
务
？
資
本
財
產
業
七
消
費
財
產
業
と

<0

間

^

存

在

す

る

と
 

興
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ハ
ィ

H

ク
は
、

「

諸
價
袼
と
哉
產」

に
お
い
て
，
か
、
る
素
朴
な
二
分
法
に
代
つ
て

「

座
產
段
階j

•の
概
念 

を
用
_
ひ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
各
純
注
產
®

I
:

の
單
線
的
な
依
布
關
係
を‘东
す
に
と
?

ま
り
、
.，か
づ
耐
久
的
资
本
財
の
存
葙
を
無
視
し

:

を

段

階

：
f

:'
.
b',
r
;
'、l

部

！
：.

要

な

寶1

を

直

翁

は

供

給
_

安

务

植

逮

業

部
^

を

發

資

產：̂

^

:
©焉
ヘ
ー

芩
：；

■

、
：
；
:̂
1

¥

_

ぶ

浼

練

階

^
社

も
低
い
も
の
を
供
給
し
、
段
階
M

は
、
耐
久
性
の
•金
く
な
い
備
品
と
か
、
勞
働
節
約
度
の
最
も
低
い
機
械
^
か
h

供
給
し
、
段
階
が
高
ま 

る
に
っ
れ
て
耐
久
性
及
び
勞
働
節
約
度
の
高
い
祯
類
の
機
械
を
供
給
す
％

殺
階
K

は
、
' そ
れ
に
必
耍
な
資
木
財
を
夂
-1
尚
度
の
段
階
か 

ら
#

る
パ
こ
の
や
う
な
圖
式
は
各
稀
資
本
財
の
特
殊
性
の
段
度
を
明
ら
か
に
す
る
上
に
布
用
で
あ
る
と
、
ハ
ィ
工
ク
.は
考
へ
る(

註
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|::遍

谨
_

_
藝

：榻

應

!0
.藤

囊

的
#

务
の
_

想
粟
办
_

錢
消
^

^

業
#
お
铁

及
ぼ
す
で
あ
ら
う
i

o
前
述
し
た
や
う
に
資
本
財
爾
耍
は
相
對
的
に
減
少
一

.す
る
と
し
て
も
*
總
静
要
は
.^
加
す
る
。
し
か
1

て
こ
の
織
需

,

粜
稹
過
辟
の
饑
則
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レ

.

、
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ソ

：
；
し

•
 

ノ

'
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人
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.

r

l

jも
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六
八
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へ'
，こ
梁i

•

過程か變：
聊

：
ノ

 

： 
- 

' 

、
：
 

ノ
ノ 

.

.
-

一
三•
八
-

' 

(

六
八
六〕

.

:
彩
の
'う
>̂
;
よ

り

大

な

る

部

'̂
:

-«

よ
り
低
い
歡
階
で
-坐
產
さ
れ
る
#

本
。財
に
對
し
て
向
け
4

れ
‘、
よ
|)
-

少
な
1
部
分
は
、
よ
り
髙
い
段
階 

の
生
產
物
に
向
け
’ら
れ
る
。

臨
來
、
歡
階
正
、
1

9
汉
等
に
屬
す
る
產
業
の
坐
產
物
^
1對
す
る
需
要
'ぼ
柑
對
的
に
增
加
し
、
段
階 

w

\I
、
K*
等
に
屬
す
る
■產
業
の
生
產
物
に
對
す
る
需
要
は
相
對
的
に
減
少
す
る
。
，い
づ
れ
に
'し
て
も
資
木
財
、產
業
に
お
け
る
雇
傭
箭
は 

佾
加
し
、
所
得
は
墦
大
しP

、

消
费
財
静
要
.は
/i

段
と
增
大
す
_る
.。
か
く
し
て
•し
ば
ら
く
の
問
は
全
過
程
は
则
戟
さ
れ
"る
。

, 

然
し
こ
の
•過
程
が
續
ぐ
に
つ
れ
て
、
資
本
財
產
業
も
次
散
に
消
毀
產
業
と
同
様
の
狀
態
に
立
ち
貧
を
で
あ
ら
、‘
1

卽
ち
段
階
K

、

!
-
>
. 

r/
等
の
坐
產
物
の
價
格
は
騰
貴
し
。
.質
銀
は
こ
れ
ら
產
業
に
よ
.つ
て
包
接
^

產
さ
れ
る
生
靡
物
に
比
し
て
^

落
し
、
從
つ
て
利
^
は
棺
大 

す
る
で
あ
ら
う
。
そ
の
；̂

、
こ
れ
ら
產
業
も
ま
た
よ
f

低
い
资
自
的
生
南
方
法
に
變
化
し
、.
前
よ
X

よ
少
低
い
段
階
の
华
鹿
物
を

/.
 . 

■ 
-> 

V:  

.
供-
，，-.-- 

.--

パ-.-
、
：

.

-
.

-
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■

■
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需
要
す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
從
ク
て
よ
り
.

髙
い
‘

段
階
の
坐
產
物
に.
對
す
る
"

需
要
は
次
笫
に.
減
少
し
、て
行
く
で
あ
ら
う。' 
か
く
•

し

て「

乘 

數

j
:

は
ま
す
ま
す
歡
少
し
、
そ
の
減
少
.

は
‘「

被
！

i

數J

の
增
加
を
上
ま
わ
り
、
遂
，

に
'
#

|

_

耍
を
減
少‘
せ
し
め
，る
で
あ
ら
う
。

(

外
5

〕

,

麵
以
_

吹
_
議
死
ハ
:1

土
義
_

ー
鮮
;«
七
»

響

：_

_

費

馨

|

'̂*
|

!

妹

數
» :

馨

證

邀

#;
^

を
*

好
況
末
期
に
リ
カ
ー
、ド
效
染
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
根
據
づ
け
よ
う
と
す
を
。
然
し
こ
の
令
う
な
ハ
イ

-

エ.
ク
の
說
に
誤
り
は
な 

い
で
あ

ら

う

か
。
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.

.

.

.

.

.

.

.

:

第

「

に
指
摘
し
得
る
こ
と
は
、
リ
カ
ー
、ド
ォ
效
果
に
よ
つ
て
.、
.資
本
財
需
要
の
相
對
的
減
少
を
說
明
す
る
こ
と
は
で
き
て
も

•

そ
の
絕 

I

對
的
減
少
を
极
據
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
•は
な
い
か
と
い
ふ
こ
と
で
あ

.

る
。

ハ
イH

ク
も
認
め
て
ゐ
る
や
う
に
、
好
況
の
末
期
に

^

於
本
消
«

脉

證

，は«

划
^

,
1

赛

«

眷
ぉ
妙
各
利
瀾
嗔
亦_

.»

ず
る
匁
も
ぼ̂

減
少
す
る
け
れ
ど
も
、
絕
對
的
に
、は
咐
加
す
る
の
が
普
通
で
あ

'

る
。
す
れ
ば
段
階1

の
生
產
物
に
對
す
る£
而
耍
も
’
絕
對
额
に
お
い
て
は 

|

加
し
[#

る
、
。

段

勝
1

の
生
產
彻
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。
た
>:
€

度
の
段
階
に‘
至
る
ほ
ど
そ
の
增
加
率'が
減
少
す
る
。
段
階
^
の
生

'

產
物
に
對
す
る
需
要
が
增
加
す
れ
ば
•

そ
(0

生
產
物
.

の
價
格
は
騰
貴
し.
、
'

從
つ
て
そ
の
產
業
部
門
に
お
け
る
利
滞
率
は
騰
贵
し
"
そ
の
供 

產
規
模
は
獷
張
さ
れ
、.從
つ
て
そ
の
產
業
部
門.に
お
け
る
資
本
脉
需
要
は
增
加
ず
S

も
ち
ろ
ふ
資
本
財
需
要
は
勞
傲
需
要
に
比
し
て
相
-
.

澍
的
に
減
少
す
る
，で
あ
ら
う
し
、
よ
扒
耐
久
的
な
資
本
財
に
對
す
る
辯
要
は
耐
久
性
の
小
な
を
資
本
財
需
要
に
比
し
て
相
對
的
に
減
少
す

• 
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.
•
•
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•

•
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.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

る
で
あ
ら
ゲ
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
•

巍
本
財
纏
而
耍
は
增
加
し
得
る
。
段
階
!

、
'
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に
お
い
て
も
利
澗
率
は
順
次
に
騰
貴
レ
、
;-
.

ン
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尤
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需
要
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、
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"

相
對
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_

踨
滅
少
丸
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に̂

.
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€

康

觀

に

_

お

が

»

耍
篇
ニ
斷
的
昀
梂
減
少
す
务
が
^

一
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-

需
要
は
it

加
し
得
る
で
あ
ら、
I

 

、

.

- 

:

,

各
產
業
部n

i
i

お
い
•

て
、
' 

生
產
物
，に
對
す
る
こ
れ
ま
で
：の
：需
要
置
は
、
舊
設
修
の

.

ま

、

で

坐

產

さ

れ

、

坐

.

產
物
に
對
す
る
需
要
增
加
分

V:

. 

.
«
.
.
*
. 

• 

* 

•
.

.

.

.
 

• 

. 

: 

■
»

•
. 

•
. 

. 

-
»
.
. 

.-

.■

. 

.
 

.
 

•

は
*
舊
設
備
を
集
約
的
に
使
用
す
，̂
こ
と
に
よ
つ
て
の
み
な
ら
中
、
多
少
と
も
新
機
械
を
設
備
ず
る
こ
之
に
よ
つ
て
生
鹿
さ
れ
る
場
合 

''
':

^ :
ノ
以
：％

吃
她
ぐ
ノ
« :
取

胁

紙

霞

要'̂
#
加
ポ«

。̂'

,

に
咐
加
す
る
と
い
ふ
ハ
ィ
エ
.ク
の
主
張
を
認
め
る

g

■

及
、
，資
本
財
總
需
耍
が
減
少
す
る
と
い
ふ
理
rl
l

は
成
立
b，
な
い
力
で
は
な
力
ら
う 

か
。
然
し
舊
設
備
が
磨
滅
し
て
新
機
械
を
購
入
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
場
合
に
は
ど
デ
で

.

あ
ら
う
か
。
購
入
さ
れ
る
新
機
械
は
、
リ
カ
-
-
、
 

ド
ォ
效
艰
に
よ
つ
て> 

前
の
機
械
よ
り
も̂

久
性
.

の
少
い
ぎ
の
と
な
る
で
あ
ら
う
。
•

ぞ
の
際
に
は1

r

乘
數j

の
減
少
は
著*
し
く
、「

被
梨
• 

ご
：數
ー̂
.

*:
#

ぞ
上̂

ゎ̂

^

#

_

^

|

|需
識
,

減
爽̂

る
难̂

生
虛
物
に
對
す
る
需
要
は
皆
無
と
な
る
場
合
が
お
こ
り
得
る
か̂

知
れ
な
い
？
前
述
し
?:
や
う
に
、
*■
本
財
_
|而
要
は
.「

被
乘
數」

と
'

•

「

乘
數」

一
と
の
锁
で
あ
る
。
か
セ
に
被
乘
數
を
10

ン
乘
數
卜
5

と
す
れ
ば
總
需
耍
は50
で
あ
る
。
い
ま
被
乘
數
が15
に
增
加
し
‘、
乘
售
が 

4

に

象

少

じ

，
て

も

"

總
2
§

要
は
0(
)

で
あ
つ
て
、
以
前}

り
は
10

だ
げ
靖
加
木
る
が
、
被
乘
數
汾20に

も

增

加

し

、

、
，乘

數

が

2

に

減

少

し

へ

?-



一 

m

〇

-(

六
八
八)

■

場
I

は
一
凝
需
要
，は
如
と
な
つ
で
、
-1
0

だ
<け
減
少
す
气
©

換
へ
に
ょ
つ
て
耐
久
性
の
少
い
篇
が
設
置
さ
れ
-る̂
敬
合
に
は
、
か

く

の

.
 

々
き
^

4
ガ
^

こ
り
^

る
で
あ
ら
、フ
。
 

‘

『

,
/:
ダ

、々

の

才

其
I

才

し
.て

f c
i c
侦

Q
®

換

へ

が

各

遗

業

に

お

い

て

一

様

に

行

は

れ

る

か

ど

う

か

爵

で

あ

る

0

も

ち

ろ

ん
®

.
換

へ
を
す
る
塵
部
門
も
あ
る
|

含

。
省
し
？
4

な
い部

！：

も

美

存
f

る
。
8

を
.

一

般
的
S

少
せ
し
め
る
ほ
ど
襄
圍
の

©
換
へ
が
な
さ
れ
る
と
い
ふ
蝕
山
は
ど
二
，に
あ
，.る
で
あ
ら
3

か0 

.
一

、
次
に
翕
赠
に
あ
け
る
利
消
率
が
騰
貴
し
た
場
合
ノ
設
備Q

增
加
分
に
し
て
も
或
は
震
へ
部
分
に
し
て
も
、
非
耐
久
的
に
な
ら
な
. 

こ
と
ヵ
當
得
る
Q

S

な
か
f

 4
。

こ
の
こ
と
は 

<
ィH

v
r
D
l
f

認
め
て
ゐ
る
や
う
に
鍵
財
要
增
加Q

繼
續g

に
？

る
豫 

想
の
如
何
に
ょ
つ
て
豪
さ
れ
る
f

〕

。
も
じ
企
業
家
が
鍵
財g

i
f

加Q

霧
性
に
つ
い
て
疑
ひ
を
抱
く
な
ら
ば
、
醫
の
特
久 

ブ
を
如
ブ
，
' 

t 

y
ょ
フ
と
は
し
な
し
、で
あ
ら
う
柏
つ
て
資
本
財
截
而
要
は
故
加
し
な
い
の
み
な
ら
す
減
少
し
得
る
。
然
し
消
費
財
Co
-
，

格
騰
貴
海
來
も
t

霧

す

f

證
す
る
か
、
或
は
將
來
に
お
いP

、

靈
財
價
格
は一

段
と
騰
f

、
が
？

の
騰
貴
が
そ
の
後
• 

も
永
く
存
續
す
.

,

|
 

j
と
齧
す
る
f

ば
、、
霞

投

f

 

f

 

_

8が
有
利
と
f

、
資
本
財f

|

麗

I

f

る
で
あ
ら

?

ご
の
も
合
に
は
絕
f

に
の
み
な
ら
ず
、
相
對
的
に
4

加
す
る
の
で
あ
る
。
で
は
消
費
財
簾
に
お
け
る
利
讓
が
雲
し
續
け 

‘る
場
合
、
企
業
家
の
大
部
分
は
.、
そ
の
響
は
一
時
的
で
あ
る
と
豫
來
す
る
！

t

か
。
景
氣
蕭
屋
に
お
い
て
こ
の
や
う
な
證
、
 

を
な
す
可
能
性
は
大
I

る
。
然
し
こ
の
や
う
な
豫
|

な
すg

り

に

お

い

て

、
旣

に

沿

费

財

に

，
對

す

る

豫

想

歷

I

減
少
し
て
ゐ
る 

の
；
丨
，
力
ら
フ
4

レ
ィ
エ
ク
の
や
う
に
辕
想I

而
要
.i
r
が
增
加
し
續
け
て
ゐ
る
と
い
ふ
前
提
に
立
つ
服
气
資
木
財
總
！|

要
が
減
少 

d

る
と
m

こ
と
H

な
い
の
で
は
な
い
か
。
少
く
と
も
リ
ヵ
丨

ド
繁
だ
け
か
で
は
、
資
本
財
總
雲
I

減
少
を
极
據
づ
け
る 

こ

と

は

で

身

な

.ぃ
-0
リ

カ
1
'ド

ォ

效

愛

、
_

財

需

要

の

相

對

襲

少

|

づ
け
る
ご
と
は
で
き
な
、い
。
 

•

, 

,
 

* 

,
 

, 

> 

ン

-

ン
 

V

■

然
し
そ
れ
に
も
拘
ら
ギ
、
都
況
の
末
期
忆
お
い
て
资
木
財
總a§

要
は
實
際
的
に
は
減
少
す
る
。
何
故
で
あ
ら
う
か
。へ
そ
れ
は
リ
カ
1

'ド
, 

m

一
 

に
好
況
の
來
期
に
お
い
て
ほ
ぼ
珞
全
厢
傭
の
狀
態
に
到
逑
す
る
。
办
と
度
、
，完
全
厢
傭
の
狀
態
に
達
じ
て
後
*
な
ほ
も
消
赀
财n

:ハ
，

搬

. »
#

ハ

：：
-

.
:'
-
'
:
.
.

階

か

名

低

い

段

階

へ

^

划
す
れ
ば
す
る
程
、
高
度
の
段
階
か
ら
順
次
に
ま
す
ま
す
不
利
と
な
り
、
資
木
財
總
需
要
は
減
少
す
^

こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
。
然
し
か

ド
.

.

.

、
. 

.

.
-
.
- 

-
' 

■

' 

■ 
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 ̂
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V 

■ 

- 
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- 

V
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f.1
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■.
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.
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■
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'

■'
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'

. 

'
へ
' 

'
■
'
■•
■
' 

•

■;
'
'
.■. 

■• 

.

...
、

，

.
' 

•
. 

.

■:
■
'
.
'
.
.

■ 

.

.

. 

V
. 

'

、

る

減

少

は

、

リ

カ

ー

ド

1

效

艰

の

作

用

の

み

に

上

る

の

で

は

な

い

。

次

に

述

べ

る

や

う

な

諸

要

因

に

も

依

苻

す

る

の

で

あ

る

が

、，
同

時
 

に£

元

金

鹿

俯

の

狀

態

に

、
ほ

•ぼ

達

し

て

ゐ

石

と

い

ふ

前

提

が

必

耍

政

あ

る

。
.
ハ

ィ

エ

ク

は

「

儲

價

袼

と

生

產

」

■
に

お

い

て

、

沿

费

財

需

耍

I
 

、

加

は

资

本

財

需

耍

を

減

少

せ

し

め

る

と

虫

張

し

た

。

そ

こ

で

は

完

佥

质

儆

の

狀

態

を

前

提

し

た

が

、故

に

、

こ

の

.や

う

な

生

張

は

許

さ

れ
 

.

,た

。

然

し
•「

利

潤

、

利

子

及

び

投

資

」

で

は

不

売

金

厢

俯

の

狀

態

を

前

提

し

て

ゐ

る

。

不
{
元

全

质

傭

の

狀

態
'が

孩

潞

す

る

限

り

、「

他

の

事
:.

.

情

に

し

て

等

し

け

れ

ば

」

、
資

本

肘

總

需

要

は

必

す

し

も

減

少

し

な

い

で

あ
ら
う
？
-

.

,

第
二
に
好
況
の
末
期
に
お
い
て
"

股

料

價

格

及

び

そ

の

他

の

生

產

毀

，が

_

貴
す
る
。
そ
の
た
め
に
資
本
財
需
要
並
に
そ
の
坐
產
は
不
利

.'
:

..
•

.
-
.
.
.

ど

：
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:
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:
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'

- 

• 
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.
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.
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バ
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.
と
な
る
で
あ
ら
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
I

は
"

ハ
ィ
エ
ク
も
特
に
重
耍
視
し
て
"

詳
細
に
論
じ
て
ゐ
る
>0,

‘

政
響
を
资

本

蓝

業
に
及

•ほ
ず
も
-の
で

，
あ

.
る

こ

と

を

明

ら

が

'
に

す

る

。卽
ち
實
質
實
銀
の
騰
貴
は
機
械
に
對
す
る
需
要
を
高
め
る
け
れ
ど

,

ノ
 

、
m
fA
4
過
程
の
變
則 

’ 

'
 

.

'
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-

'

■
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パ
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ニ
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六
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’

も
、
婼
料
慣
格
の
鞭
贯
は
、
機
械
に
對
す.
る
辯
要
を
低
め
る
作
用
を
#

む
、。
勞
顧
ば
'

そ

れ

，が

產

出

高

の

鑛

張

の

?:
め

に

用

ひ

ら

れ

る

限 

h
v
>

太
^
<
刀
は«

械
に
代
は
る
可
能
性
が
'あ
る
け
れ
ど
も
、
原
料
は
、
あ
る
特
楚
商
n
i

の
生
產
高
上
單
艰
臂
り
に
づ
き
實
際
に
固
定
し
? : 

翁
を
必
毁
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。■
原
料
價
袼
め
騰
貴
は
、
勞
，働
と
機
械
に
徵
十
る
儒
要
を
共
に.
減
少
せ
し
'
め
，
る

の

み

な

ら

中
*

そ
れ
は
機, 

械
を
糨
域
す
る.
股
料
の
费
瓜
を
高
め
る
が
故
に
、
機
械
の
生
產
命
不
利
な
ら
し
め
る
。
原
料
惯
格
が
縢
貴
す
る
か
ら
ば
、
機
械
の
生
產
紫 

:
”：は
：，
1

_̂

沿
‘

戈
機
越
}-
翁_

名
赃
藥
哎
诫
沙
：|:
基
メ
^
^

K

に
は
さ
ま
れ
て
*

そ
の
縮
少
を
#

^
な
く
さ
れ
る
9

ハ
イ
エ
ク
は
1

こ
の
や
ぅ
な
縮
少
は
"'毀
質
賃
銀
低
落
に
ょ
つ
て
機
械
に
對
す
る 

需
要
が
減
少
す
る
に
至
石
以
前
に
お
-い
て
す
ら
起
る
と
い
つ
て
ゐ
る
0,
, 

.

:

,

「

驗
料
聽
咚
涔
i

_

^

;

?
:̂
v
: 

j

お

料
V

_
M :
惧
攀
龙
一
に
^

い

る
。
消
赀
財
席
業
に
お
け
る
貨
幣
i

が
膨
貴
す
る
な
ら
ば
、
资
本
射
鹿
業
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
こ
れ
ら
勞
M

の
貨
幣
賃
銀
も
ま

た
騰
貴
す
る
^

^

^

5
.

チ
、
.：瘦

' 
霧
へ
参
 ̂

.、

(

：
，
. 
.

,

(

旮
か
く 
b
て
景
氣
.：の
：
上

畀

過

程

：
に

#

い
；
て

功

腐

料

兄

應

費

_

須

自

ば

坐
產
费
は
高
ま
々
、
こ
9

こ
と
が
前
述
の
消
費
財
價
格
騰
貴
の
影
響
に
加
货
つ
て
*
资
本
財
產
業
を
ま
す
ま
す
不
利
益
な
^/
山
め
る
0

.で 

あ
る
0
.

(

評
7〕

- 

:
: 

.

.

.

.
こ
の
や
ぅ
に
ハ
イH

ク
は
、
法
產
费
騰
貴
の
影
響
を
考
慮
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
單
に
附
加
的
に
述
べ
て
ゐ
る
に
と
ど
ま
々
、
か
、

る
嬰
®

が
作
用
し
な
く
て
も
、
あ
く
ま
で
も
リ
カ
ー
ド
ォ
效
果
の
み
に
ょ
つ
て
资
本
財
總
需
要
は
波
少
し
得
る
と
考
へ
て
ゐ
る
、の
で
あ 

る
"

然
し
資
源
の
佻
給
餘
力
が
大
で
あ
つ
て
、
财
料
そ
の
他
の
價
格
が
騰
K

し
な
い
れ
、
或
は
6

の
騰
貴
率
が
小
で
あ
る
な
ら
ば
、「

他
の

‘：
-■
•

.
.

集
情
{2
1
し
'で
.等
し
.い
限
立
、資
本
財
馨
要
は
減
少
し
^
.い
で
：あ
.ら
う
。
-

:
'

- ■

/ 

な
ほ
こ
れ
に
亂
聯
し
て
、
ハ
イ
エ
ク
の
說
に
疑
ひ
を
さ
し
は
さ
む
べ
き
こ
と
が
ニ
つ
あ
る
。

ー
つ
は
、
前
述
し
?:
や
う
に
、
リ
カ
ー
ド 

’ 

ォ
效
报
は
、
貨
幣
賃
銀
が1

定
な
る
.場
合
.に
限
つ
1
適
用
-0
.れ
る
.に
；も

狗

ら

す
"
：
バ.イ
^1

ク
は)-5

、
で
貨
粮
實
銀
，
の
'騰

貴

を

認

め

て

ゐ

る

■ 

. 

- 

-■

■
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-
■
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、

-

こ
と
で
あ
る
。
6

ち
ろ
ん
貨
幣
賃
銀
の
騰
擊
ょ
り
も
消
費
財
價
格
の
_

貴

率

の

汸

が

大

な

：る

限

り

'
.
:リ
.>

1ド
.す
敫
艰
を
適
用
し
て
も. 

、

.
誤
4

は
な
い
で
あ
ら
う
。
然
し
霧
に
は
、
貨
幣
賃
銀
一
定
の
前
提
を
設
け
.ね
ば
な
ら
ぬ
づ
こ
れ
.避

嚴

密

に

獬

し

贫

い

と

.じ
|

、
好

.

.

.

.

況
の
末
期
に
知
い
‘て
、
何
故
に
貨
幣
賃
銀
は
消
費
財
價
格
ょ
ぶ
も
遲
れ
で
騰
貴
す
名
か
を
明
ら
か
*1
'

:^
な
け
れ
ば
な
も
^

か
で
あ
も
う
°

A 

.

、

も
う
一
つ
の
疑
問
は
、
火
力
一
ド
ォ
效
來
の
適
用
に
あ
た
つ
て
最
も
本
質
的
な
.こ
と
は
、
ハ
イ
ェ
^

に
^

^
ば
>

消
贤
財
.價
格
の
*

賀

.

,

で
は
な
く
し
て
、
消
發
財
鹿
業
に
叙
け
る
利
潤
率
の
騰
貴
で
f

。
前
述
し
た
如
く
.、

消

费

財

價

格

が

；騰

貴

'1
,
''
''7
:.
-\
^

產

費

が

ょ

り

太
 

な
る
割
'

$
騰
貴
す
る
な
ら
ば
、
リ
カ
ー
ド
ォ
繁
は
现
は
れ
な
い
。
然
る
に
脱
料
慣
格
を
問
題
に
す
る
節
.に
.お
い
て
括
、

-
5

^

.

中
、
原
料
惯
格
が
沿
毁
財
價
格
ょ
1)
.も
ょ
り
騰
貴
す
る
こ
と
は
"

疑
ひ
の
な
い
事
.實
で
あ
る」

^

述̂
べ
.て
ゐ
る
。
も
し
さ
-5
で

あ

る

な

.
ら 

.

.
‘

ば
？
^

^
肘
產
業
に
お
け
る
利
®

率
.は
騰
费
せ
ず
、
從
つ
て
-̂
カ

ー

ド

ォ

效

张

も

现

は

.れ
な
い
(^
で
は
な
'か
ら
う
か
。
卽
ち
資
本
財
總
-M 

パ
.

■要

の

減

少

は

、

リ

カ

ー
ド

ォ

效

«

か
ら
で
は
な
く
、
生
產
费
の
_

貴
か
ら
來
る
と
.い
ふ
こ
と
に
-な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
：な
-か
ら
う 

.
■
> 

-
0
. 

i 

. 

.

.

. 

- 

. - 
- 

: 

' 

. 

- 

. 

: 

„ 

.

.

.

.

. 

' 

.

.第
三
に
"

好
況
ひ
末
期
に
お
い
-て
-̂
信
用
創
造
が
-释
止
す
る
か
或
は
減
少
す
^

^
何
故
に
ミ
で
あ
名
か
は
、
ハ
イ
ヱ
ク
は「

諸
價
格
と 

.
'
一

. 

'坐
產J

に
お
い
て
詳
述
し
て
お
り
ノ
ぞ
こ
で
は
專
ち
か
.\
要
因
に
栽
い
1:
"

坐
產
權
造9

短
縮
化
を
說
い
て
ゐ
る
。
賀
際
、
資
源
も
豐
富

:

こ
^
在

し

、

失

業

者

も

淺

存

し

.、

か
、つ
坐
產
现
張
の
た
め
の
倩
用
創
逍
が
續
け
ら
れ
て
ゐ
る
な
ら
ば
ノ
消
毁
財
產
業
に
如
け
る
利
澗
维
が

f 

-

.

.
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.
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. 

* 

■ 

- 

• 

• 

.

:

•;
縢
貴
し
.て
も
、
' 資
本
財
總
辮
要
■は
減
少
し
な
い
で
あ
ら
う
。
む
し
ろ
墦
加
す
る
の
が
當
然
で
あ
る
。

.

、

.

'

&

:f
i

',
,

■ 

■.

讀
粮
糧
の
猜
，

ノ

ン
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三
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.
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^
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'
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ノ
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ぐ

:
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1

四
政 

二
六
九 

e

第
四
に
好
況
の
期
に
お
い
て
貨
幣
利
子
率
へ
が
騰
貴
す
‘

。
ハ
イ
エ
ク
は「

M

、

利

子

及

び

投

資

」

で

は
‘
、

’
货

幣

利

子

事

を

一

定

と

し 

て
*
利
满
率
の
變
動
か
ら
景
氣
變
動
を
說
明
し
ハ
又
說
明
で
き
-̂
と
考
へ
て
ゐ
る
。
こ
の
こ
I

は
貨
幣
利
子
雖
の
作
甩
を
_

視
し
た
の
 ̂

ば
な
い
け
れ
ど
も
' 

そ
れ
，を
極
め
て
'輕
視
し
て
ゐ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
0

こ
め
こ
と
は
<
イ
エ
'

の
硏
究
分
野
が
、
從
來
の
利
子
率
中 

心
か
^
漸
次
に
利
§

率
中
心
に
诊
つ
X
.來
た
^〕

と
を
物
語
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
態
度
は
そ
の
後
の
、

「

資
本
の
純
#'
理
論」

に
お
、い
て
も 

續
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
然
レ
好
況
(6
末
期
に
お
い
て
货
幣
利
子
率
が
高
め
ら
れ
る
こ
と
姑
事
實
で
あ
つ
.て
、
こ
の
こ
と
の
た
め
に
、
資
本
財 

.需
要
社
減
少
す
石
^

で
.あ
名
.-:
:9
単
に
，
^
1
:ボ
ォ
.效
课
の
.
.み
に
^
名
の
ゼ
は
な
い
デ 

...

:か
く
の
如
く
好
況
の
末
湖
に
封
い
て
輝
々
の
要
因
が
.相
齚
後
し
て
.現
ぬ
れ
、
最
後
に
、
資
'本Q

:

限
界
效
窜
が
翁
激
ぼ
崩
壌
し
て
、
恐
慌 

が
發
生
す
る
之
考
•ふ
べ
き
で
^
'ら
も
こ
の
點
に
つ
い
て
"

ケ
イ
ン
ズ
が「

|
般
理
論」

！

至

|章
で
述
べ
て
ゐ
る
こ
と
は
示
亂
的
.?
?

音

，

で 

r

i

v

^
v'
v

' グ
.
.-
.
て 

_
;
:
,

從

谏

、^
'«
の

'«
_
に
お
い
て
：、
：
商

鑛

洌

％

が

投
載
の
有

來
た
の
で
あ
る
が
、
ハ
ノ
イ
ン
ズ
も
貨
幣
利
子
摩
纖
貴
.の
.慮
響
を
考
へ
な
い
の
■

な
い
.
_

:

支
配
的
な
原
因
錄
、
.：生

.̂
.1
>
て
，
嘴

幣

利

子

率

0
.騰
費
戽
务
る
0
;:
^

の
後
段
階
は
、
資
本
財
の
豫
想
收
益
は
、
资
本
脉
の
.纖
多
の
«

向
も
"
.
.そ
の
生
產
費
の
« :
加
^

利
子
率
の
騰
#'
を
も
相
殺
す
る
に
足
る
. 

ほ
ど
强
カ
な
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
投
資
市
場
.1-
軏
け
名
賀
手
の
大
部
分
は
.、.
.自

免

の

賀

つ

於

ゐ

る

-̂
<0
-
.に
.つ
：
ン̂
金
く
«'
沏
'̂

あ
办
、
 

か
つ
投
機
業
者
は
ぐ
資
本
資
產
の
將
來
の
收
益
'の

免

理

的

な

推
{ル
ょ
れ̂

む
レ
ろ
市
場
の
ん
氣
.の
次
.の
變
化
を
.豫
惻
す
る
こ
と
.に
專
念
し 

て
ゐ
る
が
故
に
、
過
度
に
樂
觀
的
な
貿
過
と
な
つ
て
ゐ
る
市
場
に
お
い
て
一
度
び
®

醍
が
お
き
る
場
合
.
そ
れ
は
免
激
に
そ
し
て
破
局
勺 

な
勢
ひ
で
起
る
の
で
あ
る
と(

飩
8)

0 

«

甚
か
汐
の
如
く
資
本
財
か
ら
の
豫
想
牧
益
於
墦
大
レ
^

け
る
限
戈
資
木
の
限
界
效
率
は
響
.1
/
て
3

資
本
財
®|§

要
比
#

大
t:
:

る
。
そ 

し
て
資
本
財
は
や
が
て
は
過
度
に
生
產
さ
れ
る
。
.何
ら
か
•
の
原
因
で
豫
想
收
益
ボ
減
少
し
，伫
場
合
’に
、
は
じ
め
て
資
本
の
限
界
效
率
は
急 

‘
潋

に

俄

下

し

て

，
、

资

本

財

1

豁
耍
は
微
減
し
て
、
恐
慌
が
.發
ぶ
す
る
。
ハ'ィ
エ
-
ク
-は
、
-m
®

財
に
對
す
る
-豫
想

麗
'增
加
が
^*
本
財
總
®
 

要
を
減
少
せ
し
め
f

と
い
ふ
。
然
し「

他
の
^

情
が
等
し
い
限
と
か
、
る
こ
と
は
考
人
ら
ル
な
い
。
資
本
財
_

要

が

減

少

す

る

，
の 

は

豫

想

需

要

が

減

少

し

て

.
か

ら

の

こ

と

で

あ

.^
。
-豫

想

需

要

が

增

加

し

て

f

に
力
拘
ら
中"

資
本
財
總
需
耍
が
減
少
す
る
，〕
と
が
あ 

办
满
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
前
泰
心
た
各
械
要
因
の
作
用
^
1基
ぐ
の
で
あ
；0

0

」

へ

、

. 

(

都
1)

こ
の
こ
，と
に
つ
い
て
はr

利
淵
、
利
子
，
及

び

響

j

の
第
二
部
複
線
的
な
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

.

,

,

で
說
明
さ
れ
て
ゐ
シ

,

S
、
 

‘
，

(

評
o

ow
a
y
e
k
,

 ibid。
p
p
,
11-15.

-、
 

'

.

(

管

し

'
K
a
y
e
k
,

 

ibid.; 

T 

M

pこ
の
乘
數
は
、
ヶ
个
w
ズ
：の『

一
 

1

理
論J

に
お
け
る
乘
m'
'と
興
な
る
こ
，と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
，な
ら

ぬ 
o 

•
 

.

.

ノ 

： 

、
 

S

4
 

)

 

H
a
^
k
,
ぶid., p.p. 

20-24. 

‘
ハ
ィ
エ.

クe-

生
鹿
嵇
造
は
多 

線
的
な
も
の
-が
、
祓
線
的
な
も
の
か
明
瞭
で
は
な
い
P
、，
本
質
：

2

 

C
は

へ
能 
5

VHa
y
e
k
,

 

ibid，，， p
p
.
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許
6

y

a 'a
y
e
k
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i
b
i
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p
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,
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-
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i
b
i
f
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2
9
-
3
;
L

.
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(

商 
8
0
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...Keynes'Bhe.oeneral Tileor̂
.,of l.;EEQP10y!nent,'. 

Interest a
n
d

 M
o
n
e
y
,

 

1936. 

p
p
.

 

315̂
6,

駿
野
谷
九
十
九
敎
授

「

邦
譯J

三
七
八
頁
參
照
，。

' 

,

< 

•

(

四)

• 

B本
經
濟
の
現
段
階
に
，お

け

る

リ

カ

.
-
ド
ォ
效
果

•  

, 

y

.

、
V

鍾

^

暮

雜

着

遭

財■

嫌

^

^

_

_

_働
■

_

■

ォ
.一.效
■

替

';
^
^

て
說
须
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
'同
様
の
こ
ど
は
わ
が
國
の
經
濟
の
現
段
階
に
つ
い
て
も
い
へ
る
。
然
し
现
狀
に
お
い
て
は
-
他
の
如
何 

な

，
る

^

^

に

お

,̂
な
ょ
力
名
、
リ
カ
.
1ド
ォ
效
來
於
ょ
グ
ょ
く
適
用
さ
れ
得
る
や
ぅ
に
思
は
れ
る
。

，

’‘

'

わ

が

國

の

現

狀

は

、

景

氣

變

動

逝

程

に

缸

い

，て
理

» '
ず

，る

こ

と

は

で

き

な

い

ノ

消

費

肘

_

耍
が
增
加
し
> 

消
贽
財
產
業
に
お
け
る
利
§
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*
.
■.
:
.

率
が
騰
貴
レ
て
ゐ
る > 
し
と
ょ
り
見
れ
ば
、'
^

の̂
後
段
噴
に
^

似してゐるが、か
る
段
喈

€>
特
徵
で
，あ
る
と
こ
、ろ
の
完
全
屈
傭
の
狀 

,
態
も
成
立
.し
て
ゐ
な
け
.れ
ぼ
、
資
本
財
の
生
產
も
過
多
で
は
な
い
。
さ
う
か
と
い
つ
ズ
單
純
な
不
況
の
肌
態
で
は
な
い
"
何
と
な
れ
ば
不 

況
.

に
>

い
て
は
遊
休
齊
源
及
び
遊
休
設
備
が
豐
富
に
#

在
し
、
消
赀
財
慎
格
は
騰
货
し
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
が
、、現
狀
は
か
く
の
如 

き
もP

で
は
な
い
か
も
で
あ
る
。
好
況
末
期
と
不
況
期
と
'の
诩
而
を
# ,
せ
も
つ
?;
異
常
な
時
期
で
あ
る
。

-

〜 

然
し
い
つ
れ
七
し
て
も
别
§
^

懷
格
が
騰
貴
し
て
、
資
質
賃
銀
は
低
下
し
.s

費
財
產
業
に
お
け
る
利
满
率
は
騰
貴
し
て
ゐ
る
の
で
あ 

る
か
-ら
*

リ
カ
ー
ド
ォ
效
果
を
適
用
し
得
る
、
|
ハ
型
的
な
^

^
の
一
つ
で
あ
，る0 

.リ

カ

ー
ド

ォ

效

跟

の

敎

へ

石

如

く

 

•
か
か
る
狀
應
に
お 

い
て
は
、
«

械
の
使
用
は
相
對
的
に
減
少
し
"

勞
働
の
使
用
は
批
對
的
t
增
大
す
る
で
あ
ら
う
。
現
存
の
機
械
を
用
ひ
て
ょ
り
多
く
の
勞
へ 

働
を
雇
傭
し
*
’或
は
時
間
外
勞
働
?

ー
囘
交
替
制
を
採
用
し
ょ
0
と
す
る
で
务
ら
う
。
或
は
磨
滅
し
伫
宙
い
機
械
を
使
用
し
た
り
す
ん
で

■••
.
.
. 

, . ..
.
. 

.

. 

V
. 

:

..
-
- 

.
•.
-:
■
V 

. 

.... 

.

[■
■,
.
 

• 

i
-
.
J 

.

.

.

. 

.

. 

.

.

.

. 

く 

. 

. 

.

.

.

.

. 

... 

'

:.
X

あ
ら
/
う
。
更
に
舊
設
肩
を
遛
換
へ
す
る
場
合
に
は
、、
そ
の
新
機
械
は
、
前
の
，機
铖
ょ
办
も
|

^

^
度
の
'
.低
い
>
.耐
久
性
の
.少

.
い

型

の

芦
 

の
と
な
る
で
あ
ら
う
。
か
く
し
て
資
本
財
需
要
は
相
對
的
に
.減
少
す
る
で
あ
ら
う
。
 

、 

• 

;
\.

の
み
な
ら
ず
リ
カ
I

ド
ォ
效
果
上
結
合
し
て
*
資
本
財
總
需
要
を
減
少
せ
し
め
る
諸
條
件
が
備
つ
て
ゃ
る
0,
^:

全
雇
傭
の
§

に
あ
る
け
れ
ど
も
.
資
源
は
極
端
な
完
全
靡
傭
の
i

に
奴
か
れ
て
ゐ
る
。，
そ
れ
故
に
消
費
財
ま
要

が

增

加

し
■'
消

費

財

.

V
- 

. 

.
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.
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-
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- 

.

.

.

. 

» 
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. 

m 

.

.

.

. 

.

.

. 

‘ 

- 

■•
.

れ
、
*^
度
の
段
階
で
は
勞
俲
と
袖
完
關
係
に
あ
る
股
料
及
び
資
本
財
に
不
足
し
*'
そ
.の
生
產
規
模
を
縮
少
す
る
#

或
は
：破
產
せ
ざ
る
を
，

ノ 

'

- 

-
-
.

へ
-

，

.

-

J

 

> 

\
■■
,
: 

. 

.

.

. 

-

■■

.

.

.
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-....

- 

-こ
-

■ 

■

■ - . 

..

.

.

.

.

得
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
消
毀
財
產
業
、は
、
多
數
の
勞
働
者
を
使
用
し
、
财
料
を
入
.手
し
得
る
.限
り
.
.
“坐
產
.ゼ
«-
:
張
:1
/
.ょ
う

と

-す

る

ズ

旬 

じ
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財
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に
あ
つ
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も
ノ
消
費
者
に
近
い
部
門
ほ
ど
か
>
る
傾
向
は
强
ま
る
で
あ
ら
う
。
商
店
.
露
店
*
,ブ

口

一

力

一
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.飲

食

店

；
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，
等

が

氾

濫

す

る

。
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.
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第
ニ
に
、
信
用
創
造
が
«
限
さ
れ〔

利
子
率
も
ま
?:
騰
貴
の
傾
向
に
あ
る
.。
こ
の
こ
と
は
資
本
#
產

業

を

ま

す

ま

す

不

利

な

ら

し

^

る 

ら
ぅ
。
H
家
の
財
，政
は
膨
脹
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
大
部
分
は
資
本
財
生
產
部
鬥
以
外
の
と
こ
ろ
へ
支
出
さ
る
。
し
か
も
そ0
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か
く
の
如
な
狀
態
が
續
い
た
な
ら
欣
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リ
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效
见
と
そ
の
他
の
要
因
の
作
用
と
.は
相
結
合
し
t

、
や
が
て
偏
壤
を
生
ぜ
し 

め
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
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V
で
は
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>
る
崩
壞
を
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何
に
し
て
防
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す
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こ
と
が
で
き
-る
か
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ハ
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エ
ク
は
こ
の
崩
壞
令
防
此
す
る
方
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法
及
び
そ
の
崩
壌
の
程
度
を
輕
減
す
る
方
法
に
つ
い
て
蓝
干
の
暗
示
を
與
、へ
て
ゐ
る
。
そ
?:
は
、

箔

一

に

^
:
子

率

を

利

潤

率

の

增

加

に

つ 

,

れ
て
騰
貴
せ
U

め
る
こ
と
で
あ
る
。
湖
子
率
が
騰
貴
す
れ
ば
、
こ
の
利
子
率
ょ
少
1

尚
い
利
潤
を
得
る
こ
^

の

で

な

な

，
い

產

業

部

^

の
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產
は
縮
少
す
る
か
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
て
ょ
1

尚
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切
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こ
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と
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資

本

財

產

業

の

縮

少

を

來
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す
も
の
で.は
.あ
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.'
が
、
，
利

子

率 

の
騰
貴
し
な
い
場
合
に
比
し
て
、
そ
の
縮
少
を
輕
度
で
く
ひ
と
め
得
る
の
で
あ
る
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一
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子
率
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<-
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が
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財
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そ
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を
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る
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で
は
な
い
_か
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へ
ら
れ
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。
然
し
も
し
利
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率
が
最
初6
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騰
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產
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る
範
圍
が
生
產
を
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
~そ
れ
故
に
利
子
率
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い
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縮
少
を
降
止
す
る
?:
命
の
散
一
|
の
乎
段
比
貯
蒂
を
^

加
さ
せ
る
こ
と
セ
あ
石
メ
消
毁
財
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て
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滞
率
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此
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れ
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蓄
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資
本
財
度
業
が
縮
小
ノ
す
る
の
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限

界
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向

が
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で
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も
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濟
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が
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ね

ば

な
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る
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が
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て
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戦
後

世

界

植

，芜
地

問
題 ，
の

所
在

點

山

本

登

序

言

周
知
の
如
く
、
戰
後
の
世
界
政
治
♦
經

濟

の

推

移

，
は
，
ノ

大

き

く

見

.て
、
ア
メ
リ
カ
的
な
方
式
ど
ソ
連
佩
な
方
式
の
推
進
^
ひ
に
兩
者
の 

對
立
を
中
’心
に
！̂

サ
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づ
、
み
'̂
こ
と
に
去
る
三
月
の
ト
ル
ー
マ
ジ
米
國
大
統
領
の
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•土
援
助
に
關
す
る
聲
明
以
來
、
ア
メ
リ 

力
の
對
ク
强
硬
外
交
：
反
共
政
策
の
採
用
、
近
く
は
マ
ー
シ
ャ
ル
、提
案
，に

邀

づ

く

歐

洲
#

議
、
さ
ら
に
釙
印
講
和
豫
|

議
の
開
催 

を
め
ぐ
る
®

阈
の
$L
櫟
を
軸
と
し
て
•
漸
く
そ
の
對
立
は
探
ま
る
か
の
如
き
感
を
與
へ
る
}0
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二
次
大
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の
恆
久
的
^

世
，界
平
和
の
'^
現
と
ぃ
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同
以
目
檩
に
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つ
て
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ア
メ
リ
カ
、
ソ
連
邦
を
含
む
世
界
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國
の
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力
が
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